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生が、1974 年 4 月に本学に着任なさると同時に、伊福部先生の許で作曲科講師として奉職
され 1983 年 3 月まで学生の指導にあたられました。ちょうどその頃学生時代を過ごした私は、
伊福部先生との出会いをはじめとし、いわゆる「伊福部楽派」の教えを学んだ、本学におけ
る第 1 世代と言えるのかも知れません。
その頃の松村先生は 1973 年に《ピアノ協奏曲第 1 番》を発表し、1978 年には《ピアノ協奏
曲第 2 番》、合唱曲《暁の讃歌》、翌 1979 年に《篠笛と琵琶のための詩曲》などを作曲され、




高橋裕（作曲家）氏と筆者の二人で、2014 年 9 月1日 13 時より本学学長室に於いて、3 時間
ほどをかけて行いました。



























退院した 1955 年《序奏とアレグロ》が NHK 毎日コンクール作曲部門第 1 位を受賞、デ
ビュー作となる。







放送協会賞、1989 年～1992 年にかけて連続で日本アカデミー 賞優秀音楽賞を受賞。第 17 回、
第 27 回尾高賞受賞。第 10 回サントリー音楽賞受賞。1994 年モービル音楽賞受賞。芸術祭
優秀賞など受賞多数。2000 年勲四等旭日小綬章受章。
2007 年 8 月 6 日逝去。
